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Abstract: This paper discusses the nature of compound sentences with “V-te-morau” as conditional 
clause predicate comparing these to compound sentences with causative verbs as conditional clause 
predicate which are analyzed in previous research, and reveals the original characteristics of 
compound sentences with “V-te-morau” as conditional clause predicate. Analysis based on examples, 
reveals that events about beneficiaries, events about agents, and other events are described in main 
clauses, and that the “V-te-morau” conditional clause functions to allow the beneficiary to express 
emotion and demonstrate disposition. 
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 （1）エンゾはりんに包帯を巻いてもらうと、古い着物の前を合わせて、藁床から立ちあ  
    がった。（桃色浄土）  
 （2）（人間は）気持ちを聴いてもらい、感情を受け止めてもらえば、冷静さを取り戻す
ことができる。（癌は、神様からのプレゼントだった） 
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表 1 使役動詞が条件節述語である複文の主節で述べられている内容の分布1 
 
  使役主体が特定者 使役主体が不特定者 
ア 使役主体の動作 52 － 
イ 使役主体の変化 4 － 
ウ B 動作主体の動作 19 6 
エ 動作主体の変化 6 － 
お A 動作主体の性質 － 53 
オ C 新たな事態の現出 30 5 
カ 事実の判明 12 － 
キ 使役主体や話し手の評価 14 － 















 そして早津は、このような主節で動作主体の性質が述べられる複文はほぼ次の 4 つの類
にまとめられるとしている（p.387）。Ⅰ～Ⅳの「Y」は動作主体を表す。（Ⅰ～Ⅳの下線は
早津による） 
 Ⅰ：〔Y ハ V-(サ)セ-条件形 ～（動作主体についての叙述）〕 
   ・光秀は、天下を語らせると誰よりも明晰だ。 
 Ⅱ：〔V-(サ)セ-条件形 ～（動作主体についての叙述）Y〕 
   ・絵を描かせると天才的な能力を発揮する少年。 
 Ⅲ：〔V-(サ)セ-条件形 Y ハ ～（動作主体についての叙述）〕 
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   ・ああいうことをやらせると、あの子は器用なものだ。 
 Ⅳ：〔（Y ニ／ヲ）V-(サ)セ-条件形 ～（新たな事態の叙述）〕 
   ・物理学者と小説家を協力させれば、面白いものができるだろう。 




























BCCWJ とする）と、『CD–ROM 版新潮文庫の 100 冊』から収集する。 
                            
2 例えば、テヤルがト節に用いられるとき、「仕方がないので Pø 飯を炊いて、Qø 罐詰を開けてやると Rø よ
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象から除外したあとの 115 例を本稿の考察対象とした。 
  以下に、ト節を例に検索形式を示す4。 
短単位検索 
・前方共起 1：品詞の大分類が 動詞 
・前方共起 2：品詞の中分類が 助詞―接続助詞 AND 語彙素が て 
・キー：語彙素が 貰う 





 また、『CD–ROM 版新潮文庫の 100 冊』を文字列検索で検索し、上述のような分析対象と











・前方共起 1：品詞の大分類が 動詞 
・前方共起 2：品詞の中分類が 助詞―接続助詞 AND 語彙素が て 
・キー：語彙素が 貰う 
・後方共起 1：品詞の中分類が 助詞―接続助詞 AND 書字形出現形が ば／たら／なら 
テモ節： 
・前方共起 1：品詞の大分類が 動詞 
・前方共起 2：品詞の中分類が 助詞―接続助詞 AND 語彙素が て 
・キー：語彙素が 貰う 
・後方共起 1：品詞の中分類が 助詞―接続助詞 AND 語彙素が て 
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モラウ」という動作から利益を受ける人、条件節の主語でもある）が特定者か不特定者か












































表 2 テモラウ動詞が条件節述語となる複文の主節で述べられている内容6 
  与益者が特定者 与益者が不特定者 
あ a 受益者の感情・評価  43 7 
い b 受益者の動作 18 1 
う c 受益者の変化 14 2 
え d 受益者の性質 11 1 
お 与益者の動作 7 ‐ 
か 与益者の変化 1 ‐ 
き 与益者の性質 1 ‐ 
く e 事実の判明 36 6 
け 新たな事態の現出 18 ‐ 
 計 149 17 
 
4． 与益者が特定者である条件節を含む複文  







て述べるもの（く、け類）は 54 例（36％）である。 
 
4.1 受益者について述べるもの 
3.2 節の表で示しているように、主節で受益者について述べるもの（あ～え類）が 86 例
あるが、この中で、受益者の感情や評価を述べるものが一番多く、43 例ある。主節で受益
者について述べるものの半分は受益者の感情や評価について述べるものであることが分か
る。その次に多いのは、受益者の動作について述べるもの（86 例中 18 例）と受益者の変化
                            
6 表 2 は早津（2016）（本稿における表 1）にならったものである。 
テモラウ動詞が条件節述語となる複文の性質 
―条件節による受益者の感情表出と性質発揮の機会設定― 
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 テモラウ動詞条件節の複文において、主節で与益者について述べるものは 9 例であり、
受益者について述べるものの 86 例に比べると、かなり少なくなっている。主節で与益者に
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の動作についてのものである。そして、条件節で使役主体から被使役者への使役動作が述
べられ、主節で継起的に生じる使役主体の動作を述べるという文が見られる。 




 与益者が不特定者である複文は複文の全体の中で数が少ない（166 例のうち 17 例）が、
ある程度の偏りが見られる。このような複文は、主節で受益者について述べるものがもっ
























  （b）受益者の動作について述べるもの 
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 （c）受益者の変化について述べるもの 











 5.2 受益者以外について述べるもの 
 受益者以外について述べるものは、次の e 類のようなそれまでにあった事実が判明した
ことについて述べるものの 6 例である。 
 










 以上 4 節と 5 節を用いて、テモラウ動詞が条件節述語として用いられるとき、複文の主
節で述べられる内容を与益者が特定者か不特定者かに注目して見てきた。 
 表 2 からも分かるように、与益者が特定者である複文は 166 例のうち 149 であり、与益
者が不特定者である複文より圧倒的に多い。そして、与益者が特定者である複文の主節で
述べられる内容は、受益者について述べられるものが多く（149 例のうち 86 例、58%）、そ
の中でも受益者の感情・評価について述べるものが最も多い（86 例のうち 43 例、50%）。
一方、与益者が不特定者である複文は数が少ないが、全体の 17 例のうち 11 例が受益者に
ついての叙述のものであり（65%）、こちらも受益者の感情・評価についての叙述のものが




- 32 - 
がないということが分かる。そして、与益者が特定者であれ不特定者であれ、主節で受益
者について述べられる場合、それは感情・評価であるものが半数以上（それぞれ 50%、64%）
だという点でも似ている。    
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化によって、文全体の性質が変容するという特徴があるが、テモラウ動詞が条件節の述語
となる複文は、使役文の場合の使役主体と構文的に同じ位置にある受益者のほぼすべてが








② V-テモラ-条件形 ～（受益者の能力という性質についての叙述） 
受益者は文中に現れるか文脈から推測される。 
   例：その印税を送ってもらえば、何カ月かは暮していける 





















































































早津恵美子（2008）「人名詞と動詞とのくみあわせ（試論）―連語のタイプとその体系」『語   
    学研究所論集』13,pp.43-76,東京外国語大学語学研究所 







『CD–ROM 版新潮文庫の 100 冊』 
 
 
 
 
 
 
